
第 2種教師陞補対象事業 

2023年度 新潟教区 教学研究会のご案内 

 教学研究会は藤場 俊基 先生（金沢教区 常讃寺住職）をお迎えして、『教行信証』「化身

土巻」を訪ねて９年目となります。 

 住職、坊守、衆徒…、真宗のお寺の肩書のある身として、漠然とした疑問はありませんか。

あるいは「私は本当のことを知っている」と思っていませんか。もしそうならばこの機縁に 

「自己意識のジレンマというべき闇」と向き合う時間をともに過ごしましょう。 

 

記 

１ 期 日 第一回 ２０２３年１０月１６日(月)～１７日(火) 終了 

第二回 ２０２４年 ３月１１日(月)～１２日(火) 終了 

第三回 ２０２４年 ５月２０日(月)～２１日(火) 

 

２ 会 場 三条別院 旧御堂（三条市本町２丁目１－５７） 

３ 講 師 藤場 俊基 氏（金沢教区 常讃寺住職） 

４ 対象者 僧侶、および 教学に触れたい方 （事前申し込み 不要） 

５ 内 容 『教行信証』「化身土巻」を聴講して攻究、座談を行う。 

６ 持ち物 真宗聖典・略念珠・筆記具 ／ 間衣・輪袈裟（お持ちの方のみ） 

７ 参加費 一回 2,000円 

 

８ 日 程 

  13:30 14:00  15:00  16:00  17:00 17:30  18:30 19:00  21:00 

 初日 開会 講義① 講義② 攻究 休憩 まとめ講義  夕食 

  10:30  11:30  12:30   13:45  14:45 15:00  16:00 17:00 

 二日目 講義③ 講義④ 昼食休憩 攻究 休憩 まとめ講義 質疑・閉会 

 

９ 主 催 新潟教区教化委員会 教学儀式部門 教学研究会実行委員会 

10 お問い合わせ 

真宗大谷派新潟教務所(担当：西村)   〒955-0071 新潟県三条市本町 2-1-57 

TEL 0256-33-2805 / Fax 0256-33-2847 Mail: niigata@higashihonganji.or.jp 

以上 



 

 

 

 

 

 

『阿弥陀経講義』出版記念講演会 

 

〇と き 2024年６月６日(木) 
 午後６時～午後８時 

〇ところ 高田別院(お食堂) 

〇講 師 井上 円 氏(聞思学場室長) 

〇内 容 『阿弥陀経講義』 

〇対 象 どなたでも 

〇日 程 

 午後５時３０分 受付 

 午後６時 開 会 
 午後６時１０分 講 演 

 午後７時４０分 質疑応答 

 午後８時 閉 会 

〇参加費 不要 
 

２０２３年６月に井上円先生の『阿弥陀経講義』が旧高田教区最後の出版物として発行

されました。 

この本は、聞思学場での『阿弥陀経』の講義の録音データを研修生が文章化し、井上先

生が校正されたものです。聞思学場は門徒とともに歩む人の育成を願い設立されました。

ここにはその願いが色濃く彰されています。 

 

 

 
主催：新潟教区教学研鑽室「聞思学場」 

お問合：高田教務支所(上越市寺町 2-24-4／☎025-524-3913) 



 

問合せ：真宗大谷派三条別院 〒955-0071 三条市本町 2-1-57 

℡ : 0256-33-0007 MAIL : sanjo-betsuin@wing.ocn.ne.jp 

４月２８日（日）『御文』「一帖目第九通（優婆夷）」 

超願寺（柏崎市西山町妙法寺） 戸次 輝 氏 

５月２８日（火）『御文』「一帖目第六通（睡眠）」 

長願寺（新発田市下興野）   北條 祐史 氏 

６月２８日（金）『御文』「一帖目第八通（大津三井寺）」 

廣永寺（佐渡市相川羽田町）  大久保 州 氏 

７月２８日（日）『御文』「一帖目第十四通（立山・白山）」 

等運寺（新潟市南区新飯田）  塚本 智秀 氏 

８月２８日（水）『御文』「一帖目第七通（弥生なかば）」 

久唱寺（燕市長所）      橘 出 氏 

９月２８日（土）『御文』「一帖目第十三通（三経安心）」 

養泉寺（長岡市寺泊一里塚）  倉井 光弥 氏 

１０月２８日（月）『御文』「二帖目第一通（御浚え）」 

淨福寺（新潟市西蒲区竹野町） 八田 裕治・摩矢子 氏 

１１月２８日（木）『御文』「二帖目第七通（五戒・易往）」 

金寳寺（新潟市中央区上所上） 朝倉 奏 氏 

１２月２８日（土）『御文』「二帖目第十五通（九品・長楽寺）」 

光善寺（三条市矢田）     佐々木 祐玄 氏 
 

尚、前日（２７日）はお逮夜として、午後１時３０分よりお勤めをしております。 

併せてお参りください。 

親鸞聖人の御命日である毎月２８日にお勤めと法話のつどいを開いております。 

今年も引き続き、蓮如上人の『御文』をテーマにご法話いただきます。 

４月から９月まで一帖目、１０月からは二帖目がテーマです。 

どなたでもお参りいただけます。お誘い合わせてお参りください。 
 

午前  １０時    お勤め 
           １０時３０分 法話（約６０分） 
           １１時３０分 座談会（正午まで） 
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年に２回の大規模清掃奉仕！ 

どなたでも、 

ご参加いただけます！ 

 

①清掃奉仕をしやすい服装をご用意 

ください。 

②草刈り機をお持ちの方は持参してください。 

③お昼のお弁当は、別院でご用意します。 

④お申し込みは 5月 10日まで、 

わからないことがありましたら、 

三条別院の松浦までご連絡ください。 

三条別院電話番号 0256-33-0007 

Mail  sanjo-betsuin@wing.ocn.ne.jp 
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主催 三条別院有志の会庭講 

のお誘い 
５月２７日（月）９：３０～１６：３０ 

６月１２日（水）１３：３０～１６：００ 

 

真宗大谷派三条別院 三条市本町 2-1-57 電話番号 0256330007 担当 松浦 

ご一緒にお庭巡りを楽しみませんか？どなた

でもお気軽にご参加お待ちしております！！ 

※両日とも、出発地と解散地は三条別院です。出発の１５分前までにご集合ください。 

公用車乗り合いで現地に向かいます。お昼はご用意させていただきます。 

参加費は無料ですが、参加される方は事前にご連絡ください。 

毎月（１月・８月を除く）１３日の１０時より１２時頃まで、 

三条別院にて庭講の活動をしています。 

参加連絡は不要ですので、いつでもお気軽にご参加をいただけます。 

 

 

 保内オープンガーデン・第 19 組改觀寺（雑巾講） 

 みつけイングリッシュガーデン 



 
 
 

        

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

能登半島地震ボランティア日記 

第１８組久唱寺 橘  出 氏 

■支援チーム結成！ 

４/１０～１１ 楠無量さん、渡邉量さんと共に能登行きが実現した。年

齢・体格もまちまちのでこぼこトリオ。この初の組み合わせで被災地へ向か

った。支援活動のコーディネートを常福寺の畠山浄住職（災害支援北陸門徒

ネット七尾）に依頼した。 

 初日の正午前、燕の久唱寺を出発し、北陸道～能越道経由で１５時過ぎに

七尾城山 ICで下車。一般道で志賀町を経由して現地へ。支援物資として、無

洗米１７０kgと中どんぶり２００個、割りばしを持参。 

 目的地の輪島市門前町黒島町は、江戸時代の海運船「北前船」の船主集落

として知られている。１７世紀後半に幕府の天領となり、北前船の船主や船

乗りの居住地として栄えたそうだ。能登半島の外海に面し港を囲むように集

落が存在し、往事を偲ばせる町並みが残る。 

 ところで、越後・佐渡では、天正、慶長年間（１５７３～１６１５年）に

真宗寺院が増えている。海路を北陸から、また信濃川沿いを越後平野の下流

の蒲の原に移住してきた人達によって、村落ができ、耕地ができ、次第に「な

むの大地」が形成されてきたのであろう。北前船の存在なしに、越佐の真宗

も後の両堂再建もなし得なかったのではないか。 

■配食の体験 

 １６：５５ 黒島公民館（炊き出し会場）に到着したのは、夕食用「あん

かけそぼろ丼」の完成したタイミングだった。鼻腔をくすぐるめっちゃいい

におい！能登教区の皆さんをはじめ、金沢２名、岐阜１名、そして地元民に

私たちも加えた混成チームでの作業は、とても楽しいものだった。 

 三条別院のご案内  

 

 三条別院に想う  
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元旦に発生した能登地震の救援活動に行く方が崇敬区域内で増え

てきました。各別院をボランティアの拠点にという考えがあります

ので、継続して支援作業の報告記事もお願いしていく方針です。 



 途中から私だけ、黒島集落の配食に廻ることになった。同行したのは、ド

イツ人のベアントさんと写真家の長瀬さんご夫妻。軽自動車で集落を一軒一

軒訪問し、温かい夕食のあんかけそぼろ丼とジュース、お茶菓子を配ってま

わった。夫妻は黒島移住丸２年。地域に溶け込み、今では各戸のお名前・家

庭状況、年齢や健康状態まで本当によくご存じで驚かされる。私もお爺ちゃ

んお婆ちゃんの笑顔が好きなので、表までお見送りしていただいて嬉しかっ

た。終了後、七尾に戻り能登教務所泊。 

■能登の大地に生きん 

 ２日目。教務所の晨朝参拝で支援活動で滞在中のＹさんと再会。東京の真

宗会館時代の同僚で懐かしかった。講堂には、「人と生まれて 能登の大地に

親鸞と生きん」の垂幕が掲示されていた。この風景を能登の人々も「大地」

と表現している。 

 そして午前中、七尾市内の常福寺様で前日の炊き出しの後片づけ、市街地

の被災状況の視察。桜が満開の小丸山城址の周辺は寺町が形成されており、

軒並み被害は大きい。 

 昼前に車で２０分ほどの志賀町の照願寺様へ向かい、カレーをいただいた

後、能登教区の皆さんと崩壊した経蔵の撤去作業に従事した。嘆佛偈の勤行

後、こちらは土壁の埃にまみれ、崩れた材木を人海戦術で搬出する力仕事で

あった。１４時過ぎには、一足先に私たちだけ帰路に着いた。 

 現地では、被災住宅の片づけや町の復興も、仮設住宅への入居もまだまだ

だ。断水も約７,８６０戸（３/２９現在）も続いており、トイレ問題は重大

だ。能登地域の人口減少はわかっている。しかし、地元を愛し住み続けてい

る人たちも確かにいるのだ。 

    

 

○次回の「三条別院に想う」は北島栄誠 氏（中越11組長福寺）よりご執筆いただきます。 

○能登半島地震救援金について 三条別院本堂、同朋会館に救援金箱を設置しております。 

 

 

 

 

 

 

 

▼三条別院公開講座 

中島 岳志 氏 「となりの親鸞」 

5月 18日（土）14時から 16時 30分 

2024年の三条別院公開講座の講師は、2022年、2023年に続き、中島岳志先

生（東京工業大学教授）です。1年目は「利他と他力」、2年目は「日本政治

はどこに向かっているのか」、3年目の今年は、現代における宗教の役割につ

いて、お話しいただきます。前 2回の先生の講義は、三条別院ＹｏｕＴｕｂ

ｅチャンネルの「ライブ」からご覧いただけます。 

ポスターを同封しておりますので、掲示にご協力ください。 

 

 

5月 6月 

行事予定 

基本どなたでもお参りいただけます。 

事前申込や参加費が必要な行事は記載がありますので、 

ご確認の上、お参りください。 



▼春の別院奉仕研修（別院境内地清掃奉仕） 

5月 13日（月）9時 30分から 12時まで 

庭講・定例法話会（講師：冨樫大樹氏）と同時開催 

お弁当を用意しますので、5月 10日（金）までにお申し込みください。 

▼定例法話会 

冨樫 大樹 氏（第 17組妙音寺）「『歎異抄』の本願と宿業について」 

5月 13日（月）13時 30分から 15時 （全 3回） 

毎月 13日の闡如上人のご命日にあわせて定例法話会を開催しております。 

◆日時 5月 13日（月）、6月 13日（木）、7月 13日（土） 

いずれも 13時 30分から 14時 30分、その後 30分ほど座談会 

◆会場 三条別院旧御堂 

▼宗祖御命日のつどい 

北條 祐史 氏（第 23組長願寺）御文 1帖目 6通「睡眠」 

5月 28日（火）10時から 12時 

宗祖親鸞聖人の御命日であります毎月 28 日に「御命日のつどい」を本堂に

て、日中法要と法話、その後座談会の場を開いております。 

なお前日（27日）はお逮夜法要を午後 1時 30分よりお勤めしております。 

◆会 場 三条別院 本堂  

◆お勤め（御命日 日中法要） 

文類偈 行四句目下 

念仏讃 淘五 

    和讃 回口 次第六首 

回 向 願以此功徳 

▲『御文』1帖目をテーマにしております。 

▲10時半から 11時半まで法話。その後座談会を設けております。講師を囲

んで語り合いましょう。 

◆今後の講師一覧 

6月 大久保 州 氏（佐渡組廣永寺）※６月７月講師が入替になりました 

7月 塚本 智秀 氏（第 18組等運寺） 

8月 橘  出  氏（第 18組久唱寺） 

▼初歩の篆刻教室 

木原光威 氏（新潟県書道協会理事） 

5月 29日（水）昼の部 15時から 17時 30分、夜の部 18時 30分から 21時 

篆刻（てんこく）とは、石を掘って印章を作成することです。主に中国古代

文字である篆書を印文に彫ることからその名があります。 

好きな言葉や名前などのハンコを作りましょう！ 

◆参加費 2,000円（材料費含）要事前申込 

◆申込締切 5月 20日（月） 担当：斎木 

▼別院庭講庭園視察研修 

5月 27日（月）9時 30分〜16時 30分 

保内オープンガーデン、第 19組改觀寺（雑巾講） 

6月 12日（水）13時 30分から 16時 

みつけイングリッシュガーデン 

◆集合・解散場所 三条別院 本堂  

◆参加費 無料（要事前申込）担当：松浦 



コラム１ 列座法話 遇うて空しく過ぐる者無し 

 5 月になりますと、学生時代によく罹った病気を思い出します。4 月の激

動の新年度を過ぎて、GW前後で発症。何もかも無気力で、たまらなく虚しい。

今でもたまに罹ります。五月病です。 

 ところで、天親菩薩の『浄土論』に次のようなお言葉があります。 

   観仏本願力 遇無空過者 能令速満足 功徳大宝海 

 このお言葉を親鸞聖人は、高僧和讃で「本願力にあいぬれば むなしくす

ぐるひとぞなき 功徳の宝海みちみちて 煩悩の濁水へだてなし」と優しく

お説きくださいました。 

 思えば、5 月どころか不定期的に、この人生全体が虚しいと思う瞬間があ

ります。今日までなんとか生きてきたけど、ふと立ち止まると、なんだった

のかなあと。人生を充実させようと色々やってみるけれど、一向に満ち足り

ず、瞬く間に、何となく過ぎてしまう。人生の悲しみと言えます。 

 そういうものに対し、「むなしくすぐるひとぞなき」という信を与えてくれ

るのが本願力なのだと。虚しさがなくなるわけでないけれど。死ぬまで煩悩

を生きる凡夫の身だけれど。阿弥陀の本願に出遇うことで、虚しく感じてい

たことの全てが、意味を持って甦ってくる。今ここを生きていくことをその

ままいただける眼が与えられる。お念仏申す生活の具体相を、これらのお言

葉から感じることです。5月も頑張っていきます。       （廣河） 

その他の講座案内＆随時募集中 

○別院声明教室 

夜の部（18時～20時）昼の部（15時～17時） 

夜の部講師 橘 宗真 氏（第 20組顕了寺）  

昼の部講師 別院列座 

開催日 2月 16日（金）（済）・3月 15日（金）（済）・ 

4月 16日（火）（済）・5月 15日（水）・6月 14日（水）（全 5回） 

○別院書道教室（東友会） 

［毎月第 2、第 4水曜日 18時 30分〜20時］ 

講師 木原 光威 氏（新潟県書道協会理事）月謝 3，350円（テキスト代含） 

○有志の会庭講［毎月 13日］ 

ご一緒に別院のお庭を整備していきませんか？ 毎月 13日 10時から、午

後は定例法話を聴聞します。 

○有志の会花講 

 花講は別院の立花を、有志の会は別院行事に併せた奉仕活動や季節ごとの 

 懇親会を行っております。 

○別院奉仕研修について 

【奉仕研修冥加金】 

1人あたり半日（午前または午後）500円、１日 1000円 

1泊 2日は上記の冥加金に順じて半日 500円で計算する。 

【その他実費でいただくもの】 

①講師謝礼 列座によるお内仏のお給仕・法話は研修冥加金に含まれる。 

②シーツ等クリーニング代 1000円 

③食事代 ご要望等ございましたらご相談承ります。 

○団体参拝及び諸殿拝観について 

列座が諸殿拝観などを行います。日程等お気軽にご相談ください。 



 

 

 

 

 

▼春彼岸会・全戦争犠牲者追弔法会【報告】 

3月 17日（日）から 19日（火） 

本年は17日の逮夜にあわせて第28回全戦争犠牲者追弔法会を開催しまし

た。戦後 50 年をきっかけに始まった法要ですが、教区改編に伴い今年度よ

り別院主催の行事となり、別院教化審議会・旧教区靖国問題研修部門スタッ

フ・声明講習会部門スタッフを中心に出仕・運営の加勢をいただきました。

法要の後、輪番による「誓いの言葉」、法話は今泉温資氏に「戦争犠牲者は永

眠していない–武器を捨て能登半島地震の被害者の方々に救いの手を−」の講

題でお話しいただきました。今泉氏には引き続き 18 日にもご法話をいただ

き三条別院建立のきっかけになった願生寺安心事件を中心に語っていただ

きました（お斎は恒例「釈迦礼弁当」）。19日には平出文勇住職から『新・願

生寺正鑑』出版にいたる経緯をお話しいただきました。 

 

▼子ども奉仕団【報告】 

4月 2日（火）・3日（水） ※1日（月）保養事業 

4月 2日から 3日まで三条別院子ども奉仕団が開催されました。昨年はコ

ロナ後初で様子見ということで１日での開催でしたが、今年はほぼコロナ前

の日程で、一泊二日で開催することができました。参加者は、福島からの保

養の子どもたちも含め、42名でした。子どもたちの笑顔溢れる奉仕団でした。 

多くの参加者が楽しく過ごしてもらえるように、そしてお寺での生活を経

験して何かを感じていただけるように、今後も努めていきます。今回参加し

たお友達も、参加できなかったお友達も、是非三条別院に遊びにきてくださ

い。愉快なお兄さんお姉さんたちが待ってます！ 

また、奉仕団参加者から嬉しいおたよりをいただきましたので、ご紹介さ

せていただきます。 

 

おぼうさんたちへ 

わたしは、はじめてだったのでさいしょは、すこしきんちょうしました。

でもだんだんなれてきて あそんだり つくったり かたぐるましたり あだ

なつけたりしてたのしかったです。なのでまた なつもいきたいです。 

                        (７歳 女の子) 

お寺のみなさんへ 

はじめは、しらない人たちがいっぱいいてきんちょうしたけど、みんなと

いっしょにすごしていくうちにたくさんともだちができて楽しかったです。

一番楽しかったのは、きもだめしです。なぜならちょっときゅうにでてきた

りするところが楽しかったからです。また行きたいなと思いました。ありが

とうございました。 

                        （９歳 女の子） 

  

3月 4月 

行事報告 

今月は下記の行事がありました。 

ご参加いただいた皆様、ご協力いただいたスタッフの皆様 

ありがとうございました。 



▼有志の会庭講【報告】 

4月 13日（水）10時から 12時 

 桜も満開を過ぎ散り始めた 4月 13日（土）、池の水抜きと清掃を行いまし

た。池の底にたまった落ち葉と泥をかき出すいつもよりも大変な作業でした

が、年に 2 度ほど水を入れ替える事で中庭を綺麗に保つようにしています。

5月 13日（月）には庭講と同時開催で春の別院奉仕研修を予定しております

ので、ぜひご参加をお待ちしております。 

 

コラム２ 雑感 

別院の境内地に毎年綺麗な花を咲かせている桜ですが、昨年起こった、と

ある公園での倒木による事故を受けて、幼稚園と相談のうえで遊具付近の桜

３本を老朽化のために伐採伐根することになりました。非常に残念なことで

すが、いずれここに桜を植樹することを予定しております。   （松浦） 

 

コラム３ 儀式荘厳について（高田別院の春の法要に参詣してきました） 

三条別院・高田別院・新井別院の職員合同会議が WEBにて 3月 12日に初

めて開催され、情報の共有が行われた。その際、高田別院から春の法要は報

恩講に次ぐ二大法要であるため、参詣をすすめていただいたので列座で交代

で参拝した。4月 11日午前に納骨墓改築落慶法要と別院納骨者追弔永代経法

要が併修で、午後に全戦没者追弔法要が令和６年能登半島地震物故者追弔法

要と併修で、12日は宗祖親鸞聖人誕生会音楽法要が勤められた。 

帰りに桜満開の高田公園に寄ったら公園内に仏教会の「小さな」花御堂が

設けられていた。しかし不思議な感覚で「公園全体が大きな花御堂」なのだ。

インドには桜があるかどうか知らないが、城下町の高田は町中が桜で、花御

堂の荘厳の中にいろいろな法要や行事が勤められているようだ。いや、むし

ろ荘厳というものは、そもそもそういうものなのかもしれない。 （斎木） 

 

▼フードバンクを継続募集中 

―4月の別院フードドライブにご協力いただいた御寺院・御門徒― 

 佐渡組門徒 

その他、匿名含め多くの方々にご協力いただき御礼申し上げます。次回引き

取り予定日は 5月 24日（金）です。 

 

編集後記 

 4 月は世間的に新生活の時期である。（5 月号ではあるが、原稿を書いて

いる時点ではまだ 4月なので） 

 私事ですが、4月 1日付で三条別院書記の兼務を拝命し、常勤の職員とな

りました。浅学菲才の身ではありますが、今後ともご指導・ご鞭撻の程よろ

しくお願い申し上げます。 

 さて、この原稿を書いている前日に、4月にもかかわらず三条市で 32℃を

記録するというとんでもない現象が起きてしまった。近年三条市が日本で 1

番暑い自治体になっているが、私も三条の気候のように心は熱く、頭は涼し

く、新しい環境で頑張っていきたいと思います（三条はもう少し涼しくなっ

た方がいいと思う）。                    （小原） 





２０２４年５月１日 

 

新潟教区寺院・門徒 各位 

 

新潟教区若者仏教会会長 本 間 正 紹 

御坊市実行委員会委員長 村 山 尚 秀  

 

 

御坊市開催のご案内 

 

拝啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申しあげます。 

平素より、新潟教区若者仏教会（旧三条教区仏教青年会）主催の行事にご高配を賜り、

厚く御礼申しあげます。  

このたび、２０２４年６月１日（土）２日（日）にかけ、三条別院を会場に  御坊市」

を開催する運びとなりました。  

お寺には本来  老若男女関係なく、人々が出入りしていた憩いの場」としての役割が

あります。御坊市は  別院」という真宗大谷派の中心道場において開催することで、今

までお寺にご縁のなかった人々にお寺というものを知ってもらい、お寺（仏教）に少し

でも興味を持ってもらいたいという願いのもと、約１０年前から始められた企画です。  

つきましては、別紙のとおり御坊市のフライヤーを送付いたしますので、有縁の方々

へご周知いただくと共に是非ともご来場賜りたく存じます。  

また、御坊市ホームページ内において、随時お知らせを更新いたしておりますので、

併せてご高覧いただければ有難く存じます。  

時節柄、ご自愛専一の程、念じ上げます。 

合 掌 

 

 

御坊市専用ホームページＵＲＬ ＝ https://gobouichi.com/ 

 

          同ＱＲコード＝ 

https://gobouichi.com/


真宗大谷派 三条別院
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協賛／株式会社吉運堂
協力／三条タクシー株式会社（0256-33-1661）、中越交通三条営業所（0256-38-2021）、株式会社エスタクシー（0256-32-5021）、日の丸観光タクシー株式会社（0256-35-5555）

主催：新潟教区若者仏教会　mail：gobouichi@gmail.com　電話：090-4709-5401（手島）、080-5041-8678（村山）

facebook.com/gobouichihttps://gobouichi.com/ instagram.com/gobouichi

三条別院イベント
説教部屋

○参加費▷無料
○所要時間▷２０分位

○会場▷奥書院
○定員▷各回３０名程度

1日  ①11：00～ テーマ「お金」／富樫沙織
 ②15：00～ テーマ「愛」／二所宮岳
2日  ①11：00～ テーマ「お金」／中山善雄
 ②15：00～ テーマ「愛」／虎石薫

お坊さんのお話を聞くことのできるコーナーです。
身近な事柄をテーマに、個性豊かなお坊さんがお話
しします。どなたでもお気軽にお越しください。

お坊さんと念珠づくり

※材料が無くなり次第終了

◯時間（両日とも）▷随時
○参加費▷３００円

好きな珠を選んで、自分だけのオリジナル念珠を作る
ことができます。お坊さんが優しくお教えします。

○所要時間▷３０分位
○会場▷同朋会館２F研修室

○受付場所▷同朋会館応接室 ○参加費▷無料

三条別院を探検しよう！スタンプを集めたり、クイズに
答えたり、ミッションを達成して、景品をゲットしよう！

御坊市こども探検隊

三条別院ツアー

○受付場所▷本堂入って正面右側
○時間（両日とも）▷①11：30～　②14：30～

○参加費▷無料

三条別院職員によるガイド付きツアーです。三条別院
に初めて訪れた人・深く知りたい人、どなたでもご参
加いただけます。

出店

Blue ／ tentzakka&kids ／ koti kukka ／ ９６［KURO] ／ happies 
／ yuan ／ FURICO ／ きのね ／ trunk ／ シロツメ舎 ／ wisteria ／ 
gypso ／ Link82 ／ 亮布研究所 ／ 坊主の商店 ／ 鎚鋸 ／ サボちゃん ／ 
さんろーど ／ nico ／ aoiro ／ A Lamp ／ tetote ／ kukka ／ 
isuyanokaban ／ KURUMO ／ Rocca～六花～ ／ まゆとつるの会 ／ 
amulette ／ うさぎや＋ ／ きものや絲 ／ bubokku ／ harukaakahane 
／ WAAS FACTORY ／ mikako kondo ／ atelier hemslojd ／ 吉運堂 
／ create park ／ miam miam ／ 古道具 六可 ／ Rerun フェアトレード 
／ 衣屋 byUTOPIA ／ 絵本の店 omamori ／ 小モノ工房miya ／ 
jewelry desingn&creation SAYURI ／ hitsujigoro -kaoritakahashi-

物品販売

バニングキッチン ／ bistro de côte ／ 猛牛PIZZA ／ Ouchi coffee ／ 
Relucks CUBAN SANDWICH ／ café-POT ／ うめやんkitchen ／ 
SOYLcafe ／ 青空こども大食堂 ／ 御飯号 ／おかずTOごはん ／ カンテラ 
／ キッチンカー多聞 ／ armonia ／ 旬果甘味店ルコト ／ U.N.B.Y ／ 
Bar Book Box ／ わたご酒店 ／ tocpi ／ 喫茶シンカイ ／ ベジテーブル 
／ お菓子工房十三夜 ／ café toujours ／ 本間屋 ／ HOPS ／ SEIKõKI 
／ kitchencar omaoma ／ MELT ／ 日本茶専門店お茶のうずまき屋 ／ 
OldtownDessertCompany／ [ et ] ／ 珈琲とおみやげの店 アルペジオ  
／ spice café SーPOT ／ 糀屋 団四郎／
だしの風食堂ラーメンキッチンカーKAZEFUKA（2日のみ）

飲食販売

パフォーマンスグループLien ／ 県央カイロプラクティック ／ bamboo+１  
／ 飯塚健康研究所はり灸院ゆどう ／ ナナイロドロップ ／ Atelier Douce  
／ glass unit antenna ／ HOSHIYAMA DESIGN OFFICE ／ ひろきぽ

体験・展示・他

今回の御坊市では、境内
地に来場者様の専用駐
車場を設けておりません。
各種交通機関や近隣有料
パーキング等をご利用
ください。また、三条市の
デマンド交通「のるーと
さんじょう」のご利用も併
せてご検討ください。

検索 のるーとさんじょう

アプリダウンロード

駐車場について

子ども用品
チャリティ販売会

同時開催

by若坊守会

ご寄付いただいた子ども
用品を販売し、売上金は
新潟県フードバンク連絡
協議会へ寄付いたします。








